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主
な
記
事

�山田方谷が遺したもの　　Ｐ��～
�真庭の夜心に残る風物詩　Ｐ��～
�����夏の思い出　　　　　Ｐ��～
�市政トピックス　　　　　Ｐ��～
�お知らせワイド版　　　　Ｐ��～
�真庭が好きっ読者の広場　Ｐ��～
�ぐるっと真庭まちの話題　Ｐ��～

�月��日に開かれた八束納涼盆踊り大
会での一幕。演奏しているのは蒜山地
域の子どもたちでつくる和太鼓グルー
プ・蒜山鼓三座。声を掛け合いながら
太鼓を楽しむ彼女らの演奏は、いつも
会場を盛り上げてくれます。

������
�����������	

こ　　　  さん　　　   ざ
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幼
少
期
か
ら
見
せ
た
才
覚

　

山
田
方
谷
は
文
化
�
年
（
�
�

�
�
）
に
高
梁
市
中
井
町
西
方
で

生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
い
こ
ろ
か
ら

神
童
と
称
さ
れ
、
方
谷
の
母
は
ま

だ
�
歳
の
方
谷
を
連
れ
て
近
隣
の

神
社
に
お
参
り
し
、
木
額
を
奉
納

し
て
い
ま
す
。
真
庭
市
内
で
も
高

岡
神
社
（
上
中
津
井
）
と
木
山
神

社
（
木
山
）
に
奉
納
さ
れ
て
い
ま

す
。
幼
少
期
に
は
、
新
見
藩
の
丸

川
松
隠
の
塾
で
主
に
朱
子
学
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。

改
革
者
、そ
し
て
教
育
者
と
し
て

　

両
親
を
亡
く
し
て
か
ら
は
家
業

を
し
な
が
ら
学
問
に
励
み
、
京
都

や
江
戸
に
も
遊
学
。
陽
明
学
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。
後
に
備
中
松
山

藩
に
召
し
出
さ
れ
た
方
谷
は
、
藩

政
に
も
参
加
し
財
政
建
て
直
し
に

貢
献
。
江
戸
幕
府
の
老
中
に
な
っ

た
藩
主
・
板
倉
勝
静
の
顧
問
と
し

て
国
政
に
も
手
腕
を
発
揮
し
ま
し

た
。
こ
の
頃
の
活
躍
が
方
谷
の
名

を
世
に
広
め
ま
し
た
。

幕末の時代、備中松山藩主のブレーンとして
藩政改革を成功させた山田方谷
政治・経済に尽力する一方で
「備中聖人」と称され教育者としても活躍
優れた人材を世に送り出しました
方谷の生涯をたどり
真庭との関わりを振り返ります

����

山田方谷（高梁方谷会所蔵）
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�
月　

日
、
山
田
安
五
郎
（
方
谷
）

��

が
、
備
中
松
山
藩
領
の
阿
賀
郡
西

方
村
（
現
在
の
高
梁
市
中
井
町
西

方
）に
生
ま
れ
る

こ
の
頃
毎
日
母
か
ら
字
を
習
う
。

額
字
を
高
岡
神
社
、
木
山
神
社
な

ど
に
奉
納

新
見
藩
の
儒
家
・
丸
川
松
隠
の
塾

に
学
ぶ

母
の
梶
没
す

父
の
五
郎
吉
没
す

新
見
藩
士
の
若
原
氏
の
娘
・
進
を

娶
る

初
め
て
京
都
に
遊
学
し
、
寺
島
白

鹿
に
学
ぶ

備
中
松
山
藩
の
藩
校
・
有
終
館
の

会
頭
と
な
る

江
戸
に
遊
学
し
、
翌
年
佐
藤
一
斎

に
入
門
す
る

帰
国
し
有
終
館
の
学
頭
と
な
る

城
下
に
家
塾
・
牛
麓
舎
を
開
く

山田方谷書幅（真庭市教育委員会所蔵）

江戸での激務に倒れた方谷が湯原温泉に赴
き、その際に美甘の横山廉造宅に立ち寄り与
えた漢詩。「はずかしいことに私の国家の病気
を治療する術が、君の人命を救う匙加減に遠
く及ばないことである」と結び、医師として
の廉造を高く評価している。

山田安五郎奉納額（高岡神社蔵）

方谷が数え年�歳で書き、高岡神社
に奉納した木額。たたみ一畳ほどの
板に「天下太平　国土安全」と大書
し、「西方村　山田安五郎　四才書」
と署名している。山田家は同社の氏
子だからか、巨大である。
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明
治
�
年
（
�
�
�
�
）、　

歳
��

で
版
籍
奉
還
に
よ
り
引
退
し
た
方

谷
は
、
住
宅
に
塾
舎
を
増
築
し
、

翌
�
年
に
は
母
の
実
家
の
あ
っ
た

小
坂
部
（
新
見
市
大
佐
小
阪
部
）

に
移
っ
て
開
塾
。
教
育
者
と
し
て

の
晩
年
を
過
ご
し
ま
す
。

真
庭
に
も
多
く
の
門
人
を
輩
出

　

真
庭
か
ら
も
多
く
の
門
人
が
方

谷
に
学
ん
で
お
り
、
医
師
・
横
山

廉
造
や
政
治
家
・
井
手
毛
三
な
ど
、

そ
の
職
種
は
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。
ま
た
、
門
人
ら
が
設
立
し
た

学
校
「
明
親
館
」（
台
金
屋
）
の
校

名
は
方
谷
が
命
名
し
た
も
の
で
、

後
に
そ
の
教
育
精
神
を
受
け
継
い

だ
遷
喬
尋
常
小
学
校
が
開
校
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。方
谷
は
、

明
治
�
年
に
備
前
の
閑
谷
学
校
の

再
興
に
着
手
。
小
坂
部
か
ら
閑
谷

学
校
へ
と
赴
く
勝
山
〜
坪
井
〜
津

山
〜
柵
原
の
往
復
で
は
、
各
地
の

門
人
宅
に
泊
ま
り
な
が
ら
講
義
を

し
て
い
た
よ
う
で
す
。
方
谷
に
教

え
を
受
け
た
人
は
真
庭
か
ら
広
く

美
作
地
方
へ
と
広
が
っ
て
い
ま

す
。
明
治
の
変
革
期
を
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
躍
し
、
真
庭
の
地
域
産

業
や
教
育
な
ど
の
基
盤
を
築
い
た

人
た
ち
。
彼
ら
を
育
て
た
の
は
、

山
田
方
谷
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

真庭の

��たち

 佐  野  篤  太 郎   （月田）
さ の とく た ろう

安政�年（����）～大正�年（����）

長瀬塾、小阪部塾で方谷に経史を学ぶ。
岡山県議会議員や真庭郡会議員を務め
た後、月田村長、勝山町長など地域の
要職を歴任。在任中は林業の振興に尽
力し、その傍ら地域の史跡整備など顕
彰に務めた。

 井  手  毛 三   （西河内）
い で も ぞう

嘉永�年（����）～昭和�年（����）

長瀬塾で方谷に学ぶ。明治��年に岡山
県代表として国会開設請願書を元老院
に提出した。県議会議員を経て参議院
議員となって中央政界で活躍。その後
落合町長として耕地整理や鉄道路線誘
致などで地域振興に貢献した。

 室  　深   （下中津井）
むろ 　ふかし

天保��年（����）～大正�年（����）

幼少期に方谷に入門して漢学を学ぶ。
詩文や経済、武技などにも秀でていた
と伝えられている。下中津井村戸長な
どを経て初代中津井村長となる。三期
にわたって村長を務め、村政の推進に
尽力した。

 横  山  廉 造   （美甘）
よこ やま れん ぞう

文政��年（����）～明治��年（����）

備中松山城下にあった家塾で�年間方
谷に学ぶ。京都や大阪などで医学を学
んだ後に帰郷し開業。明治��年には、
コレラ防疫で岡山県から褒章される。
また、道路改良など他の分野でも地域
に貢献した。
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板
倉
勝
静
が
藩
主
に
な
り
、
元
締

役
兼
吟
味
役
を
命
ぜ
ら
れ
る

こ
の
年
か
ら
藩
政
改
革
を
断
行

す
る

郡
奉
行
を
兼
ね
る

元
締
役
を
辞
め
る

西
方
村
長
瀬
に
移
居
す
る

再
び
元
締
役
を
兼
ね
る

江
戸
で
勝
静
の
顧
問
と
な
る

病
気
で
帰
国
し
、
元
締
役
を
辞
め

る江
戸
で
再
び
勝
静
の
顧
問
と
な

る
も
、
程
な
く
辞
任
し
年
寄
役
に

準
ぜ
ら
れ
る

京
都
で
勝
静
の
顧
問
と
な
る

勝
静
の
長
州
遠
征
出
陣
に
よ
り

留
守
の
兵
権
を
任
さ
れ
る

戊
辰
戦
争
が
起
こ
り
、
備
中
松
山

城
を
征
討
軍
に
開
城
す
る

長
瀬
の
塾
舎
を
増
築
し
、
子
弟
教

育
に
努
め
る

明
親
館
の
開
校
に
臨
み
『
大
学
』

を
講
義
す
る

小
坂
部
に
移
居
し
、
引
き
続
き
子

弟
教
育
に
努
め
る

閑
谷
学
校
に
赴
く

�
月　

日
、小
坂
部
に
て
没
す
。

��

西
方
村
の
墓
地
に
葬
ら
れ
る

学校の設立にも貢献

方谷に学んだ真庭の門人たちは地域に学校を設立し、
教育精神を後世に伝えました。
明親館…福島熊一郎、福井豊一郎、平田小次郎らが設

立。方谷を顧問とする
嚶鳴舎…松田権八、井手毛三らが設立。方谷の高弟・

進鴻渓を講師として招へいする

���人を超える真庭の門人

市教育委員会の調査によると、真庭地域の方谷の門人
は��人以上確認されています。その門人間の年齢差は、
最年長の横山廉造（����年生）と最年少の高田信一郎
（����年生）とで実に��歳。方谷がいかに長く教育者
として地域に尽力していたかが分かります。

方谷のもとでは、優れた門人が大勢育ちました。政治家、医者、地方官吏など活

躍した分野はさまざま。 教育者としての方谷の大きさをうかがい知ることができます 。

真庭地域の門人の一部を紹介します。



　

史
料
展
で
は
、
方
谷
や
門
人
の

書
状
や
書
、額
な
ど　

点
を
展
示
。

��

開
催
期
間
中
に
は
市
内
外
か
ら
大

勢
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
展
示
の

中
に
は
、
中
津
井
や
ま
び
こ
会
会

員
が
製
作
し
た
佐
井
田
城
（
方
谷

祖
先
ゆ
か
り
の
地
と
い
う
説
も
あ

る
）の
模
型
も
登
場
。
会
場
に
は
、

門
人
一
人
一
人
の
パ
ネ
ル
も
展
示

さ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
方
谷

や
門
人
が
遺
し
た
足
跡
を
確
か
め

よ
う
と
目
を
凝
ら
し
て
い
ま
し

た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
山
田

方
谷
の
六
代
目
直
系
子
孫
に
当
た

る
野
島
透
さ
ん
（
財
務
省
九
州
財

務
局
長
）
が
講
演
し
ま
し
た
。
ま

た
、方
谷
研
究
家
の
中
山
亘
さ
ん
、

門
弟
子
孫
の
安
藤
眞
二
さ
ん
、
真

庭
市
長
を
交
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
。
教
育
者
と

し
て
の
方
谷
を
振
り
返
り
、
そ
こ

か
ら
学
び
と
れ
る
真
庭
の
教
育
の

あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交

換
し
ま
し
た
。

写真上：方谷と門人ゆかりの品やパネ
ルがずらりと並んだ史料展会場　写
真左：展示ケースに収められた書に
見入る来場者　写真左下：縄張図を
もとに再現された佐井田城

野島透さんは山田家

で伝え聞かれたエピ

ソードなどを交えな

がら講演し、方谷が

遺した功績などを説

明。また、方谷が教

育方針として説いた

「立志、励行、遊芸」などについて

紹介し、夢を持つことと、それに向

かって努力することの大切さを訴え

ました。

市生涯学習課の森俊

弘主幹が、真庭の門

人について調査した

結果を報告。門人の

あらましや調査から

得られた成果などに

ついて話しました。

���（�月��日～�月��日）

����������	�
���（�月��日）

　

真
庭
市
で
は
、
美
作
国
建
国
�
�
�
�
年
記
念
事
業
と
し
て
「
聖
人
・

山
田
方
谷
と
真
庭
の
門
人
た
ち
」
と
題
し
て
、
北
房
支
局
と
北
房
文
化
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
、
史
料
展
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
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方
谷
先
生
は
、
真
庭
地
域
と
関

わ
り
の
深
い
人
で
す
。私
自
身
も
、

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
身
近
に
感
じ

て
い
ま
し
た
。
高
岡
神
社
に
奉
納

さ
れ
た
板
書
を
見
て
は
、
小
学
校

の
先
生
に
「
ど
う
だ
、
君
ら
に
こ

の
字
が
書
け
る
か
」
と
ハ
ッ
パ
を

掛
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、

高
等
学
校
の
時
に
は
、
伯
備
線
の

方
谷
駅
ま
で
自
転
車
で
通
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
途
中
に
は
山
田
家

の
墓
や
方
谷
園
が
あ
り
ま
し
た
か

ら
、
方
谷
先
生
の
存
在
は
肌
で
感

じ
て
い
ま
し
た
。

　

研
究
を
続
け
て
い
ま
す
と
、
方

谷
先
生
は
と
に
か
く
巨
人
だ
と
思

い
ま
す
。
学
問
、
教
育
、
政
治
…
。

ど
こ
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
も
、

必
ず
入
り
口
が
あ
り
ま
す
。
富
士

山
、
い
や
も
っ
と
大
き
く
高
い
エ

ベ
レ
ス
ト
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

か
と
い
っ
て
、
先
生
は
上
か
ら
も

の
を
言
う
の
で
は
な
く
、
問
答
を

大
切
に
し
な
が
ら
対
等
に
接
し
て

い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
高
い
だ
け

で
な
く
広
い
。
そ
れ
が
教
育
者
と

し
て
の
魅
力
で
あ
り
、
今
も
尊
敬

さ
れ
て
い
る
ゆ
え
ん
で
し
ょ
う
。

　

今
回
、
こ
の
史
料
展
が
企
画
・

開
催
さ
れ
た
こ
と
に
は
大
き
な
意

義
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一

つ
は
、
郷
土
の
財
産
で
あ
る
史
料

を
集
め
、
新
た
な
文
化
を
皆
さ
ん

と
再
確
認
で
き
た
こ
と
。
そ
し
て

も
う
一
つ
は
、
備
中
と
美
作
を
つ

な
ぐ
北
房
地
域
か
ら
そ
れ
を
発
信

で
き
た
こ
と
で
す
。こ
れ
を
機
に
、

門
人
の
足
跡
を
通
じ
て
方
谷
先
生

が
真
庭
に
遺
し
て
く
だ
さ
っ
た
志

や
財
産
を
、
真
庭
の
皆
さ
ん
と
共

有
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

山
田
方
谷
と
真
庭
の
つ
な
が
り
、
ま
た
、
史
料
展
に
関
す
る
感
想
な
ど

を
、
史
料
展
の
開
催
に
協
力
さ
れ
た
中
津
井
や
ま
び
こ
会
の
顧
問
で
、
山

田
方
谷
の
研
究
を
続
け
る
中
山
亘
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

�
�
��
�
��
��
�
	


�
�


�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

 中  山   亘    さん（下中津井）
なか やま わたる

山田方谷研究家
中津井やまびこ会顧問

真庭市歴史講座

���������	��
���
��
　教育委員会では、真庭市ゆかりの事物をはじめさまざまなテーマでの連

続講座を開催しています。今年度は、「岡山の『名君』『賢君』とその補佐

者」と題して開催します。郷土ゆかりの人物から歴史を学んで見ませんか。

　�問 　教育委員会生涯学習課　℡����-��-����　ＦＡＸ����-��-����

受講生
募集中

■受講料　　年間���円（通信費・資料代など）

■定員　　　先着��人

■場所　　　久世エスパスセンター

■申込方法　はがきに「真庭市歴史講座応募」

　　　　　　と明記し、住所・氏名・性別・年

　　　　　　齢・電話番号を記入の上、申し込

　　　　　　んでください。

講座内容開催日

板倉勝静と山田方谷��月��日

早川代官と菊池正因��月�日

※特別講座への参加を予定��月　　

池田光政 - 一国ノ知ヲかり用可申候-�月��日

松平斉民（確堂）�月　　
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�
月
か
ら
�
月
に
か
け
て
市
内
各
地
で

開
催
さ
れ
る
伝
統
行
事
や
花
火
大
会
。
今

年
も
家
族
や
親
戚
、
地
域
の
仲
間
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
会

場
か
ら
流
れ
て
く
る
太
鼓
や
笛
の
音
色
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
音
頭
と
太
鼓
に
合
わ
せ

て
、
揺
ら
め
く
踊
り
の
輪
。
歓
声
に
沸
く

色
鮮
や
か
な
打
ち
上
げ
花
火
。
真
庭
の
風

物
詩
と
も
い
え
る
花
火
や
五
穀
豊
穣
を
願

う
踊
り
な
ど
夏
の
伝
統
行
事
か
ら
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

�月�日　はんざきまつり（湯原温泉街） �月��日　落合納涼花火大会（落合支局前旭川）

�月��日　八束納涼盆踊り大会（蒜山郷土博物館前広場）

����
����
����
����

��
��
��
�

����
����
����
����

�
�
��
�

����
����
����

�
�
�

�月��日　大宮踊（福田神社）
【国指定重要無形民俗文化財】



�月�日　����地域交流夏祭り（コスモスドーム）

�月��日　美甘夏まつり（美甘商店街）

�月��日　鹿田踊（勇山寺）

�月��日　吉念仏踊（法福寺）
【岡山県指定重要無形民俗文化財】

�月��日　勝山納涼盆踊り（山本町駐車場）



M ani w a ０８

２０１３�

夏
の
思
い
出�

　
今
年
の
夏
も
本
当
に
暑
か
っ
た
で
す
ね
。
子
ど
も
た
ち
は
暑

さ
に
も
負
け
ず
、
真
っ
黒
に
日
焼
け
し
て
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
一
生
懸
命
に
遊
ん
だ
り
、
勉
強
し
た
り
、

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
た
子
ど
も
た
ち
の
夏
の
思
い
出
を
、

写
真
で
少
し
だ
け
振
り
返
り
ま
す
。�

7/31 「絵本でしあわせさがそうね！」�
（落合ショッピングセンターサンプラザ）�

教室交流会�

7/25　第32回真
庭支部学童水泳記

録会�

（市営久世プール
）�

8/5～9　「かげぼうし」�
（久世・北町コミュニティー会館）�

8/17  うなぎのつ
かみどり大会�

（備中川）�

8/11　第35回蒜山すもう大会�（蒜山中学校）�
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8/2　放課後子ども 
（津田小学校）�

8/17～18　Ｔシャツ・エコバッグアートで遊んじゃおう�（勝山文化往来館ひしお）�

8/4　第50回久世児童球技大会�（宮芝グラウンド）�

8/15　ファジアーノ岡山サッカー教室�
（落合総合公園）�

8/7　わくわく自然体験・津黒
山登山�

（津黒山）�

8/2　七夕まつり
�

（勝山文化センタ
ー）�

8/17　木と植物
を使って製作体験

�

（勝山木材ふれ
あい会館）�

8/8　リサイクルプラザ親子教室�（リサイクルプラザまにわ）�
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トピックス�

　

真
庭
ブ
ラ
ン
ド
認
定
審
議
会
が
�
月
�

日
、湯
原
温
泉
の
旅
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

�
年
を
経
過
し
た
真
庭
ブ
ラ
ン
ド
制
度
に

つ
い
て
、
審
議
会
委
員
と
認
定
事
業
者
双

方
で
意
見
を
交
わ
す
中
か
ら
次
の
一
手
を

生
み
出
そ
う
と
、
初
め
て
対
面
形
式
で
開

催
。
認
定
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
認
定
品

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
並
べ
、
委
員
を
前
に

製
品
の
特
徴
や
取
り
組
み
な
ど
を
説
明
。

審
議
会
委
員
も
質
問
や
提
案
を
行
う
な
ど

し
、
今
後
の
真
庭
ブ
ラ
ン
ド
推
進
に
向
け

て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

真
庭
ブ
ラ
ン
ド
認
定
審
議
会

ブ
ラ
ン
ド
推
進
に
次
の
一
手
を

審議会委員に製品の説明をする認定事業者（右）

　

�
月　

日
、森
林
セ
ラ
ピ
ー
交
流
会（
真

��

庭
市
・
新
庄
村
・
真
庭
地
域
自
立
支
援
協

議
会
主
催
）
が
新
庄
村
の
田
浪
キ
ャ
ン
プ

場
周
辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
で
�
回

目
の
開
催
。
真
庭
市
、
新
庄
村
を
中
心
に

県
内
か
ら
、
障
が
い
児
と
そ
の
家
族
�
組

　

人
が
参
加
。森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド「
ゆ

��り
か
ご
の
小
径
」
で
の
散
策
や
竹
を
使
っ

た
パ
ン
作
り
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま

た
、
昼
食
の
カ
レ
ー
を
み
ん
な
で
一
緒
に

食
べ
た
り
、歌
を
歌
っ
た
り
し
て
交
流
し
、

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

森
林
セ
ラ
ピ
ー
交
流
会

森
に
癒
さ
れ
親
睦
深
ま
る

森の案内人に連れられて、心も体もリラックス

　

�
月　

日
、「
地
域
の
市
長
室
〜
こ
ん
に
ち
は
太
田
で

��

す
〜
」
が
湯
原
エ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
「
地 

域
の
市
長
室
」
で
は
、
市
長
が
自
ら
地
域
に
出
掛
け
、

意
見
交
換
や
懇
談
を
行
い
な
が
ら
各
地
域
を
じ
か
に
知

り
、
住
民
と
市
長
の
接
点
を
つ
く
り
、
地
域
の
声
を
市

政
推
進
に
生
か
す
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
す
。
初
開

催
と
な
っ
た
湯
原
で
は
、
二
川
こ
う
ふ
く
む
ら
な
ど
�

会
場
で
懇
談
し
、ひ
ま
わ
り
館
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
地
元
の
代
表
ら
と
、
地
域
の
課
題
に
対

し
て
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

地域の市長室～こんにちは太田です～

第�回は湯原で開催

写真上：湯原クライ
ミングセンターでの
意見交換。温泉の活
用などについて提言
がなされました
写真右：ひまわり館
を視察。支配人と施
設運営状況などにつ
いて対話しました



 １１ Maniw a

市政に関する動きの一部を紹介します

複数の市町村で構成する
県道関係の期成会総会
が、真庭リバーサイドホ
テルで開かれました。総
会では、事業報告や役員
改選、県議会議員および
県道路関係部局へ落合建
部線ほか�路線の改良要
望を行いました。

�������県道の期成会総会を開催

市内の小・中学校の校長
らが一堂に会する校長研
修会で、太田市長が、真
庭の教育について思いを
述べました。市長は、こ
れまでの岡山県学力調査
による真庭市の現状を受
け、原因解明や改善など
について提案しました。

�������校長研修会で太田市長が講演

誰でもゲートキーパーが
久世エスパスで開かれま
した。ゲートキーパーは
悩んでいる人の心に寄り
添い、自殺を防ぐいのち
の門番。��日との連続講
座で、心の健康法や悩ん
でいる人との接し方につ
いて学びました。

������心に寄り添ういのちの門番に

�
������

真
庭
市
教
育
委
員
会
☆
子
ど
も
参
観
日

親
の
仕
事
を
参
観
・
体
験

パソコンを操作し、仕事の内容を説明

　

�
月　

日
、
教
育
委
員
会
が
、
子
ど
も

��

参
観
日
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の

勤
労
観
・
職
業
観
を
育
む
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
、
県
内
で
も
企
業
な
ど
が
実
施
。

市
で
は
初
の
実
施
と
な
り
、
小
学
�
年
生

か
ら
中
学
�
年
生
ま
で
の　

人
が
参
加
し

��

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
職
場
で
の
ル

ー
ル
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
父
親

か
ら
仕
事
内
容
を
聞
い
た
り
作
業
を
手
伝

う
な
ど
、「
働
く
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

学
び
考
え
る
と
と
も
に
、
親
子
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
ま
し
た
。

こんにちは！�こんにちは！�
から�市 長 室 �

ず っと青春を謳歌していただきたい
　秋の気配が感じられるこの頃です。今月��日は「敬老
の日」で、市内各地で敬老行事がたくさんあります。全
ての行事に出席して、今日までのご貢献にお礼を申し上
げたいのですが、それは難しいので、この場をお借りし
て感謝申し上げますとともに、今後も蓄えてきた知恵や
技能を生かすなど、日々希望を持って第二の青春をお暮
らしいただければと思います。「青春とは心の様相を言う
のだ」、「希望がある限り若く」とある詩にあるように。

戦
争
体
験
の
語
り

平
和
の
尊
さ
を
か
み
し
め
る

雑草で食いつないだ経験などを話す吉永圭毅さん（左）

　

「
戦
争
体
験
の
語
り
〜
あ
の
日
を
伝
え

る
〜
」
が
�
月　

日
、
久
世
公
民
館
で
行

��

わ
れ
ま
し
た
。
市
内
在
住
の
戦
争
体
験
者

�
人
を
講
師
に
迎
え
、
戦
中
戦
後
の
経
験

を
市
民
み
ん
な
で
伝
え
聞
き
共
有
し
よ
う

と
同
公
民
館
が
初
め
て
開
催
。
約　

人
の

��

市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
師
は
学
徒
動

員
さ
れ
、
軍
服
を
縫
っ
て
生
活
し
て
い
た

当
時
の
暮
ら
し
や
、
朝
鮮
半
島
で
生
ま
れ

終
戦
を
迎
え
、
日
本
へ
家
族
で
引
き
揚
げ

て
き
た
話
な
ど
を
紹
介
。
参
加
者
は
当
時

の
悲
惨
な
体
験
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。



あなたの力で救われる人がいる消防団員を募集
お知らせワ イ ド
���������	����
����


◆
募
集
団
員
と
活
動
内
容

①
一
般
団
員

　

消
火
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
地
震
や
風
水

害
な
ど
大
規
模
災
害
時
の
救
助
・
救
出
、

警
戒
巡
視
、
災
害
防
御
に
当
た
り
ま
す
。

平
常
時
に
は
各
種
訓
練
、住
民
へ
の
啓
発
・

広
報
活
動
、
防
火
指
導
な
ど
の
役
割
を
果

た
し
ま
す
。

②
機
能
別
団
員

　

消
防
団
を
引
退
し
た
人
が
、
そ
の
豊
富

な
経
験
を
生
か
し
て
消
防
団
の
活
動
に
携

わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
体
力
の
問
題
や

仕
事
の
都
合
で
活
動
が
で
き
な
く
な
っ
て

も
無
理
の
な
い
範
囲
で
活
動
で
き
ま
す
。

③
女
性
団
員

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
へ
の
防
火
訪

問
や
保
育
園
・
幼
稚
園
な
ど
へ
の
防
火
啓

発
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
活
動
し
ま
す
。

◆
入
団
資
格

　

市
内
に
居
住
、
ま
た
は
勤
務
す
る　

歳
��

以
上
の
人
な
ら
、誰
で
も
入
団
で
き
ま
す
。

機
能
別
団
員
は
、
消
防
団
を
引
退
し
た
人

（
団
員
と
し
て
�
年
以
上
経
験
が
あ
る
人
）

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
身
分
と
処
遇

　

消
防
団
員
の
身
分
は
、
非
常
勤
の
地
方

公
務
員
で
す
。
訓
練
時
の
出
動
に
対
す
る

手
当
な
ど
の
支
給
、
活
動
時
の
け
が
な
ど

に
対
す
る
公
務
災
害
補
償
、
一
定
年
数
以

上
勤
務
し
た
団
員
へ
の
退
職
報
償
金
な
ど

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◆
入
団
時
期

　

毎
年
�
月
と
�
月
の
年
�
回

◆
申
込
先

　

市
役
所
本
庁
舎
危
機
管
理
課
、
ま
た
は

振
興
局
・
各
支
局
総
務
振
興
課

　

平
成　

年
�
月
�
日
現
在
、
真
庭
市
消
防
団
に
は
�
千
�
�
�
人
（
う
ち
女
性
団
員　

人
）

��

��

の
団
員
が
所
属
し
て
い
ま
す
。
消
防
団
は
、
日
頃
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
、
地
域
の

防
火
・
防
災
の
担
い
手
と
し
て
、
地
域
住
民
の
安
全
と
安
心
を
守
る
存
在
。
消
防
団
の
活
性
化

や
地
域
防
災
体
制
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
、
真
庭
市
消
防
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

�問
 
　

危
機
管
理
課　

渡
辺　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

�
�
��
�
�
�
��
��
�
�
�
�

�
��
��
�

�
�
��
��
��
��
�

写真は全て活動イメージです（昨年の総合防災訓練と放水訓練大会）

消
防
団
員

大
募
集
！
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ご協力をお願いします平成��年住宅・土地統計調査
お知らせワ イ ド
���������	����
����


　平成��年住宅・土地統計調査が、��月�日を基準日として実施されます。この調査は、全国の約���

万の世帯を対象に、�年に一度、住宅・土地に関する事項（居住室数や広さ、構造、建て方など）を調

べるものです。また、今回の調査では東日本大震災による住宅の移動などの実態も把握することにして

います。調査員が伺いますので、ご協力をお願いします。

�問   総合政策局総合政策課　八木　℡����-��-����

障がい者優先調達方針を制定
お知らせワ イ ド
���������	����
����


もしもの時のために用意
お知らせワ イ ド
���������	����
����


基準 日 は
 ��月�日

「住まいから 描く日本の 未来地図」

���・ �������

【調査目的】

　近年、多様化している国民の居住状況や少子・

高齢化などの社会・経済状況の変化を踏まえ、少

子・高齢社会を支える居住環境、耐震性・防火

性・省エネルギー性などの住宅性能、土地の有効

利用状況を明らかにするものです。調査の結果は、

まちづくり計画の策定や、住宅・土地関連諸施策

の立案、今後の復興施策を検討する際の重要な基

礎資料として活用されます。

【調査方法】

　�月上旬、準備調査で「調査員証」を携行した

調査員が住宅の位置などの確認作業を行います。

その後、�月下旬から��月上旬の間に、調査対象

の世帯に調査票の配布と回収に伺います。

ご安心ください。 個人情報は守りま す ！
　調査票の記入内容は、厳重に保護されます。
統計調査の目的以外に、記入内容を利用した
り、提供したりすることはありません。

「調査」をかたる不審な人に注意を！
　調査員を装った不審な訪問者や、不審な電
話などに注意してください。不審に思ったと
きは、総合政策課にご連絡ください。

　平成��年�月、障害者優先調達推進法が施行
されました。真庭市では、障がい者就労施設な
どから積極的に物品や役務を調達し、障がいが
ある人の自立に向けた支援を行います。

　　　　 �問 　 健康福祉部福祉課　岩野
　　℡���������	��　ＦＡＸ ���������	�


対象となる物品・役務�クッキー・ケーキ・パン・
麺・弁当などの食品類、コップ・鍋敷などの木
工芸品、ストラップ・アクリルたわし・ゲームなど
雑貨、名刺作成・草取り・清掃作業など役務

������������

 本庁舎周辺の清掃をする真庭いきいき会の皆さん

　家族や自分が事故・急病などで、意識がなくな
っていたり、気が動転したりして、情報伝達が困難
な時、駆けつけた救急隊員に持病や使用中の薬の
ことなど、的確な処置に必要な情報を一目で伝え
ることができるカードが、救急安心カードです。 
記入し、常に携帯するようにしましょう。

　　　　 �問 　 健康福祉部高齢者支援課　森田
　　℡������������　ＦＡＸ ���������	
�

【記入すること】
緊急連絡先、氏名、
性別、住所、血液
型、生年月日、電
話番号、かかりつ
け病院、常用薬、
今かかっている病
気、アレルギー、その他（伝えたいこと）

【配布している場所】
市役所本庁舎高齢者支援課、各庁舎

※情報に変更がある場合には、カードを更新しましょう。

��������	
��
��

���������

表面見本表面見本



Maniwa １４

あなたも今日から満点飼い主�/��～�/��動物愛護週間
お知らせワ イ ド
���������	����
����


�����������	
�����


�������������������	�
��
　日本全国でペットとして飼われている犬の数は、�� ���万頭以上、猫の数は���万頭以上といわれてい
ます。その他の動物も合わせると、もっとたくさんのペットを飼っていることになります。動物の愛護
と適正な飼養についての理解と関心を深めるために、毎年�月��日～��日は、動物愛護週間と定められ
ています。この機会にペットとの関わり方について考えてみませんか。
 �問   市民環境部環境課　柿本　℡����-��-����

◆よくある質問◆
①ペットが居なくなりました。捜してもらえますか？
→市ではペットを捜すお手伝いはしていません。飼い主が責任
を持って探すことになります。ただし、犬を市が保護した場
合、数日間預かっていますので、市役所や動物愛護センター
などに犬の情報提供をしてください。ワニや大きなヘビなど、
危険な動物が居なくなった場合には、警察署と市役所に速や
かに連絡してください。
②飼っている猫の数が増えて困っています。どうしよう…
→ペットは自分で繁殖をコントロールできません。飼うスペー
スなどのことも考え、雄と雌を別々に飼うなど、飼い主が繁
殖をコントロールしましょう。場合によっては、不妊・去勢
手術をすることもペットの健康を維持する方法の一つです。

犬を飼うときの注意点
　市へ登録し、交付される鑑札は犬に付けま
しょう。狂犬病予防注射を毎年必ず受けて、
注射済票を犬に付けましょう。鑑札と注射済
票は、どちらも迷子札代わりになります。

ペットの幸せと地域との調和を考える

「満点飼い主」へ の ５ カ 条
�．ペットの正しい知識を学ぼう
　ペットの種類に合った飼い方や本能・習性について、
獣医師など専門家に相談したり、本を読んだりしまし
ょう。また、知識に基づき飼育環境を整えましょう。

�．毎日よく観察しよう
　状況により、ペットがけがをする可能性があるなど
問題箇所を見つけたら、すぐに改善するようにしまし
ょう。ペットの食欲、動作、表情などに普段と違う異
常があるときには、早めに獣医師に相談しましょう。

�．ペットの立場で考えてみよう
　飼い主が冷房の効いた店内で食事をしている間、車
に取り残されたペットはどうなるでしょうか。ペット
は話すことができないので、ペットの行動をよく見て
ペットの気持ちになって考えましょう。

�．地域の中のペットを考えよう
　気を付けているつもりでも気付かないうちに周囲に
何らかの迷惑を掛けてしまうことがあります。動物の
苦手な人や、アレルギーの人がいることも想定しまし
ょう。ふんの処理を徹底するなど、飼い主が細かな気
配りをすることが求められます。

�．ペットに関する法令を知ろう
　法律や条例などで、飼い主が守らなくてはならない
ことや努めなくてはならないことが定められていま
す。知らなかったでは済まされない場合もあるので、
どんな法令があるか知っておきましょう。

私は
きれい好き
ニャの！
おトイレは
いつも
きれいに
しててね！

ボク、遊ぶのだ～い好き！
お散歩も好きだワン！
散歩中のウンチは持ち帰ってね！



 １５ Maniwa

お年寄りに日頃の感謝を込めて各地区で敬老会開催
お知らせワ イ ド
���������	����
����


�
�
�

�問
 
  
健
康
福
祉
部
高
齢
者
支
援
課　

池
田　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
� 

��

敬老会日程表

昨年の勝山地区敬老会。催し物などで楽しみました

会　場日　時地区

北房文化センター�月��日�  午前�時～北房

白梅総合体育館�月��日�  午前��時～落合

久世エスパスホール�月�日�  午前�時��分～久世

勝山文化センター�月��日�  午前�時��分～勝山

美甘多目的センター�月��日�  午前��時～美甘

湯原ふれあいセンター�月��日�  午前��時～湯原

蒜山中学校体育館 ��月�日�  午前��時～蒜山

　

長
年
に
わ
た
り
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た　

歳
以
上
の
方
々
へ
の
敬

��

意
と
感
謝
を
表
し
、
長
寿
を
祝
う
敬
老
会
を
各
地
区
で
開
催
し
ま
す
。
各
地
区
の

実
行
委
員
会
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
開
催
す
る
敬
老
会
を
心
行
く

ま
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

忘れず期限内に申請を前期分の受け付け始まる
お知らせワ イ ド
���������	����
����


　真庭市では、市内に住所がある障がいのある人などを対象に、通院や通所に必要な交通費の一部を助
成しています。平成��年度前期分（�月～�月）の助成を希望する人は、福祉課、健康推進課または振
興局・支局市民福祉課で申請してください。

�問   健康福祉部福祉課　藤本　℡����-��-����　ＦＡＸ ����-��-����（助成①③④について）
健康福祉部健康推進課　横山　℡����-��-����　ＦＡＸ ����-��-����（助成②について）

《対象者》
①人工透析患者通院交通費助成
　腎不全などにより人工透析を受けるために通院
　した人

②特定疾患医療附帯療養交通費助成
　特定疾患治療研究事業に関する対象疾患の治療
　を受けるため�カ月に�回以上通院した人

③心身障害児・者及び精神障害者通所授産
　施設等通所交通費助成
　授産施設、職親などに�カ月の開所日のうち半
　数以上通所した人

④療育訓練通所交通費助成
　専門療育機関または医療機関へ療育訓練などの
　ため�カ月に�回以上通所した��歳未満の人

�����������	
�����������

《助成内容》

《申請期限》��月��日�まで
※申請には、医療機関、通所施設の通院・通所の証明が
必要です。また、重度心身障害者タクシー利用助成と併
用受給はできません。

助成額（月額）通院・通所距離（片道）
①
②
③
の
助
成
額

�����円�km未満

�����円��～��未満

�����円��～���未満

�����円���～���未満

�����円���～���未満

�����円���以上

助成額（月額）通所回数（月）通所距離（片道）助
成
額

④
の　 �����円�回以上�回未満

���以上
�����円�回以上

で
長
寿
を

お
祝
い
し
よ
う
！



 

展 覧 会
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平成��年�月�日現在
（　）は前月との比較

M ani w a １６

危
険
物
取
扱
者
試
験

事
前
講
習
会
も
開
催
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
予
防
課　

原
田

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　　

家
庭
内
で
の
暴
力
や
夫
婦
間
の

問
題
な
ど
、
家
庭
全
般
の
悩
み
ご

と
や
、
女
性
が
抱
え
て
い
る
心
配

ご
と
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門
の
相

談
員
が
一
緒
に
考
え
ま
す
。
ひ
と

り
で
悩
む
こ
と
な
く
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
都
合
に
よ
り
開

催
し
な
い
日
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

毎
週
火
・
木
曜
日　

午

前
�
時　

分
〜
午
後
�
時　

分

��

��

■
場
所　

久
世
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ
先  
市
民
課  
武
村

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
が
生
息
で

き
る
森
林
環
境
を
目
指
し
、
ト
ン

ボ
の
森
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。
今

回
は
、間
伐
と
搬
出
を
行
い
ま
す
。

切
り
出
し
た
間
伐
材
を
真
庭
バ
イ

オ
マ
ス
集
積
基
地
に
運
び
、
お
金

に
換
わ
る
仕
組
み
を
学
び
ま
す
。

参
加
者
に
は
、
当
日
の
み
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
地
域
通
貨
券
を

配
布
し
ま
す
。
Ｊ
Ａ
ま
に
わ
「
き

ら
め
き
の
里
」
で
買
い
物
に
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
日
時　
 
�
月　

日
�
午
前　

時
〜

��

��

■
場
所　

津
黒
い
き
も
の
ふ
れ
あ

い
の
里

■
内
容　

間
伐
・
搬
出
体
験
、真
庭

バ
イ
オ
マ
ス
集
積
基
地
見
学
な
ど

■
参
加
費　

�
�
�
円
（
昼
食
代

や
保
険
代
な
ど
）

※
中
学
生
以
下
は
無
料

■
用
意
す
る
も
の　

か
ま
、
の
こ

ぎ
り
、
剪
定
ば
さ
み
、
軍
手
（
自

宅
に
あ
る
範
囲
の
も
の
）

■
服
装　

作
業
し
や
す
い
服
装

（
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
）

■
申
込
期
限　

�
月　

日
�

��

■
申
込
先　

環
境
課　

金
田

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

第
�
回
ト
ン
ボ
の
森
づ
く
り

間
伐
・
搬
出
作
業
参
加
者
募
集

女
性
相
談
・
家
庭
相
談

毎
週
火
・
木
曜
日
が
相
談
日

ご近所美術館へようこそ！
自宅や集会所、商店などが展覧
会場に大変身。緑豊かなこのま
ちの暮らしを楽しみ、出会いを
求めて今年も開催します。皆さ
ん、まちかどマップを片手に美
術館巡りをしてみませんか。

問い合わせ先

落合支局総務振興課
℡����-��-����

この旗が目印

落合
まちかど

������

�月�日�～��月��日�
開催期間

第 ���回

　

危
険
物
取
扱
者
試
験
お
よ
び
事

前
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

【
危
険
物
取
扱
者
試
験
】

■
日
時　
　

月　

日
�

��

��

■
試
験
会
場　

岡
山
市
、倉
敷
市
、

津
山
市

■
申
込
期
間　

�
月　

日
�
〜　

��

��

月
�
日
�

※
受
験
願
書
は
消
防
本
部
お
よ
び

各
分
署
に
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受

験
申
し
込
み
（
電
子
申
請
）
も
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
�
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー

ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

【
事
前
講
習
会
】

■
日
時　
　

月　

日
�

��

��

午
前
�
時
〜
午
後
�
時　

分
��

■
場
所　

久
世
エ
ス
パ
ス
ラ
ン
ド

■
申
込
期
限　

�
月　

日
�
ま
で

��

に
消
防
本
部
お
よ
び
各
分
署
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

あなたの鯛(たい)あなたの鯛 (た い)
かなえます！かなえます！

※今年も人材や資源
を活用したイベント
を多数用意。詳しく
は、お問い合わせく
ださい。

・・

【問い合わせ先】 湯原っしぃ実行委員会事務局　桑原　 ℡ ����- ��- ����  

「や りたい想い」と

「や りたい人」と

暮らす湯原を

つなげます

 



　

真
庭
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

は
、
専
門
相
談
員
に
よ
る
消
費
生

活
相
談
を
平
日
に
行
っ
て
い
ま

す
。
相
談
時
間
は
、
午
前
�
時
か

ら
正
午
と
、
午
後
�
時
か
ら
�
時

　

分
で
す
。
ま
た
、
通
常
の
相
談

��の
ほ
か
、
地
区
を
決
め
た
巡
回
相

談
日
を
月
�
回
設
け
て
い
ま
す
。

商
品
に
関
す
る
苦
情
や
相
談
な

ど
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
地
区
巡
回
相
談
日
】
美
甘
地
区

■
日
時　

�
月　

日
�

��

午
前　

時
〜
正
午

��

■
場
所　

美
甘
支
局

■
電
話
相
談　

美
甘
支
局
市
民
福
祉
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先  
市
民
課  
武
村

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

多
重
債
務
は
、
法
律
専
門
家
の

支
援
が
あ
れ
ば
解
決
で
き
る
問
題

で
す
。
弁
護
士
・
司
法
書
士
の
面

談
方
式
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会

を
行
い
ま
す
。
秘
密
厳
守
で
す
の

で
、
一
人
で
悩
む
こ
と
な
く
、
勇

気
を
出
し
て
こ
の
機
会
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
日
時　

�
月　

日
�

��

午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

■
場
所　

津
山
市
総
合
福
祉
会
館

（
津
山
市
山
北
�
�
�
）　
　
　

予
約
不
要
。
当
日
、
会
場
で
先
着

順
に
受
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

岡
山
県
県
民

生
活
部
く
ら
し
安
全
安
心
課

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

　

専
門
ス
タ
ッ
フ
（
岡
山
か
な
り

や
学
園
）
に
よ
る
聴
覚
の
検
査
お

よ
び
専
門
医
に
よ
る
診
察
を
無
料

で
受
け
ら
れ
ま
す
。
耳
や
聞
こ
え

に
つ
い
て
気
に
な
る
こ
と
は
何
で

も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
検
診
日　
　

月　

日
�

��

��

■
受
付
時
間　

午
前　

時
〜　

時

��

��

　

分
・
午
後
�
時
〜
�
時　

分

��

��

■
場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

小
学
校
入
学
前
の
乳

幼
児
（
�
歳
〜
�
歳
）

■
申
込
方
法　

健
康
推
進
課
ま
た

は
蒜
山
振
興
局
、
各
支
局
市
民
福

祉
課
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
�
月　

日
�
ま
で

��

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
・
こ

ど
も
園
で
も
申
込
用
紙
が
入
手
で

き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

健
康
推
進
課　

畦
田
・
吉
原

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

消
費
生
活
相
談（
無
料
）

 
一 
人
で
悩
ま
ず
相
談
を

多
重
債
務
無
料
法
律
相
談
会

相
談
し
て
く
だ
さ
い

乳
幼
児
の
聴
覚
検
診

受
診
を
お
す
す
め
し
ま
す

 １７ Maniwa

管財課
℡����������������

�
��
�

●予定価格���万円以上の公共工事落札額を公表します。
●表記順
　《入札日→工事名（発注課）→落札者→落札額（税抜き額）》

���������	

・焼却施設ダストコンベア更新工事

　（クリーンセンターまにわ）

　㈱スガテック…���������円 

・久世地区（�工区）地形測量業務（下水道課）

　㈲アイテックコンサルタント…���������円

・久世地区（�工区）地形測量業務（下水道課）

　㈱ケーアイケーコンサルタント

　…���������円

・久世地区（�工区）地形測量業務（下水道課）

　㈲ナラサキシビルエンジニア…���������円

・月田小学校校舎棟耐震補強・大規模改修実施

　設計業務（教育総務課）

　㈱猪子建築事務所…���������円 

・勝山小学校校舎棟耐震補強・大規模改修実施

　設計業務（教育総務課）

　㈱猪子建築事務所…���������円

・富原小学校屋内運動場耐震補強・大規模改修

　実施設計業務（教育総務課）

　㈱黒川建築設計事務所…���������円 

���������	

・落合地区（�工区）浄化槽設置工事（下水道課）

　㈱森本組…���������円 

・落合地区（�工区）浄化槽設置工事（下水道課）

　㈲今石建設…���������円 

・湯原地区（�工区）浄化槽設置工事（下水道課）

　古林建設㈱…���������円 

��������	


・下河内地区実施詳細設計業務（下水道課）

　㈱エイト日本技術開発中国支社

　…����������円

　※��ページに続く。

松 茸 山 入 札 参 加 者 募 集
問い合わせ先会　場入札・開札日時（関係書類提出期限）入札物件地　区

産業観光部農林振興課
℡����（��）����

市役所本庁舎
 � 階大会議室

 �月�日� 午後�時
余野上地区　�カ所
余野下地区　�カ所

久世地区

勝山支局総務振興課
℡����（��）����

勝山富原公民館 �月��日� 午後�時
布施地区　　�カ所
（新見市大佐）

勝山地区

落合支局総務振興課
℡����（��）����

落合支局� 階大会議室
（書類提出先は、落合
支局総務振興課）

�月��日� 午前��時
（落合地区は、前日�月��日�午後
�時が関係書類の提出期限です）

栗原地区　　�カ所
上山地区　　�カ所

落合地区



M ani w a １８

�������

�日
�勝山病院・勝山
　����-��-����
�遠藤クリニック（外）・蒜山
　����-��-����
�日
�近藤病院・勝山
　����-��-����
�さくもとクリニック（外）・北房
　����-��-����
 ��日
�金田病院・落合
　����-��-����
�米田医院（内）・勝山
　����-��-����
 ��日
�湯原温泉病院・湯原
　����-��-����
�前原医院（内）・久世
　����-��-����
 ��日
�落合病院（内）・落合
　����-��-����
�金田病院（外）・落合
　����-��-����
�まつうら医院（内）・久世
　����-��-����
��日
�勝山病院・勝山
　����-��-����
�河本医院（内）・落合
　����-��-����
��日
�中山病院・久世
　����-��-����
�石賀医院（内）・蒜山
　����-��-����

　
�日
�湯原温泉病院・湯原
　����-��-����
�牧原医院（外）・北房
　����-��-����

������

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

■
問
い
合
わ
せ
先　

岡
山
高
齢
・

障
害
者
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

　

真
庭
市
ゴ
ル
フ
協
会
で
は
、
第

�
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　
 
�
月　

日
�
午
前
�
時
〜

��

■
会
場　

真
庭
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ

■
参
加
費　

�
千
円

※
別
途
プ
レ
ー
代
な
ど
必
要

■
申
込
期
限　

�
月　

日
�

��

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

真
庭
市
ゴ
ル
フ
協
会　

内
藤

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

岡
山
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
生
活
支

援
を
目
的
と
し
て
、
�
岡
山
県
労

働
者
福
祉
協
議
会
な
ど
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
悩
み
ご
と
の
相
談
に
無
料

で
応
じ
て
い
ま
す
、

【
出
張
相
談
日
】

�
月　

日
�
・　

日
�　

午
前　

��

��

��

時
〜
午
後
�
時

■
場
所　

久
世
公
民
館

■
相
談
内
容　

労
働
、
福
祉
、
法

律
（
相
続
・
債
務
・
離
婚
）
な
ど

【
通
常
相
談
日
】

月
・
水
・
金
曜
日
の
午
前　

時
〜

��

午
後
�
時

※
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
津
山

（
津
山
市
山
下　

‐
�　

津
山
圏
域

��

雇
用
労
働
セ
ン
タ
ー
内
）

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

岡
山
県
司
法
書
士
会
津
山
支
部

で
は
、
法
の
日
無
料
法
律
相
談
会

を
行
い
ま
す
。
相
続
や
登
記
な
ど

の
お
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
に
つ

い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
　

月
�
日
�

��

午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

■
会
場　

久
世
エ
ス
パ
ス

■
相
談
内
容　

相
続
や
遺
言
、
不

動
産
の
名
義
変
更
、債
務
の
整
理
、

会
社
の
登
記
裁
判
、
調
停
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

金
平
司
法
書
士
事
務
所

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

�
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
相
談
内
容
を
把
握
す

る
た
め
、
前
日
ま
で
に
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。
代
理
の
人
の
場
合

は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

■
日
時　

�
月　

日
�
・　

日
�

��

��

午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

■
場
所  
市
役
所
本
庁
舎  
相
談
室

■
予
約
先　

津
山
年
金
事
務
所
お

客
様
相
談
室

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先  
市
民
課  
中
山

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

誰
で
も
意
欲
と
能
力
が
あ
る
限

り
年
齢
に
か
か
わ
り
な
く
働
き
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
目
指

し
て
、
高
年
齢
者
を
積
極
的
に
活

用
す
る
事
業
主
に
対
し
て
助
成
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
高
年
齢
者
活
用
促
進
コ
ー
ス

　

高
年
齢
者
の
活
用
促
進
の
た
め

の
雇
用
環
境
整
備
の
措
置
を
実
施

し
た
費
用
の
�
分
の
�
（
中
小
企

業
は
�
分
の
�
）
を
支
給
。（
上
限

�
�
�
万
円
）

○
高
年
齢
者
労
働
移
動
支
援
コ
ー
ス

　

定
年
を
控
え
た
高
年
齢
者
で
、

そ
の
知
識
経
験
を
生
か
す
こ
と
の

で
き
る
他
の
企
業
で
の
雇
用
を
希

望
す
る
者
を
、
民
間
の
職
業
紹
介

事
業
者
の
紹
介
に
よ
り
雇
い
入
れ

た
対
象
者
�
人
に
つ
き　

万
円
を

��

支
給
。（
短
時
間
労
働
者
の
場
合
は

　

万
円
）

��※
助
成
金
の
受
給
に
は
要
件
が
あ

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集
し
て
い
ま
す

な
や
み
ご
と
相
談（
無
料
）

 
一 
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

法
の
日
無
料
法
律
相
談
会

お
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

高
年
齢
者
雇
用
安
定
助
成
金

ご
利
用
く
だ
さ
い

宝くじ�
オータムジャンボ�

この宝くじの収益金は市町村の災害防
止、高齢化・少子化対策など、地域住民
の福祉向上のために使われます。�

（公財）岡山県市町村振興協会�

２０１３年 市町村振興宝くじ�

１等・前後賞合わせて�

３億９千万円�

２等１,０００万円�
３等　１００万円�

■販売期間�

オータムジャンボ�

宝くじ�
■抽 選 日 �

９　／２０　　～１０／１１�金� 金�

９　／２０�金�

１０／１８�金�

発売�

年
金
相
談（
無
料
）

予
約
を
お
忘
れ
な
く



 １９ Maniwa

　

あ
な
た
の
出
会
い
を
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
し
ま
す
。
ラ
ン
チ
と
ケ
ー
キ

バ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
な
が
ら
、

す
て
き
な
出
会
い
を
見
つ
け
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
日
時　
　

月　

日
�　

午
前　

��

��

��

時
か
ら
受
付

■
場
所　

津
黒
高
原
荘

■
対
象　

▽
男
性　

真
庭
市
在
住

で　

歳
以
上　

歳
未
満
の
独
身
の

��

��

人　

▽
女
性　
　

歳
以
上
で
独
身

��

の
人
（
住
所
不
問
）

■
定
員　

男
女
各　

人
��

※
定
員
を
超
え
る
場
合
は
抽
選

■
参
加
費　

▽
男
性　

�
千
円

▽
女
性　

�
千
�
百
円

■
申
込
期
限　
　

月　

日
�

��

��

■
申
し
込
み
先　

津
黒
高
原
荘

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先　

総
合
政
策
課　

中
島

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

「
い
そ
ぐ
ほ
ど
き
け
ん
は
近
く

に
や
っ
て
く
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
全
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底
、
飲
酒
運
転
の
根

絶
な
ど
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
に
向
け

た
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

■
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

�
月　

日
�

��

　

真
庭
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま
に
わ
で

は
、
か
わ
い
い
七
宝
ま
り
の
つ
り

飾
り
を
作
り
ま
す
。

■
日
時　

�
月　

日
�
午
後
�
時
〜

��

■
場
所　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま

に
わ
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
に

わ
内
）

■
参
加
費　

�
�
�
円

■
定
員　
　

人
��

■
持
参
品　

裁
縫
道
具

■
申
込
期
限　

�
月　

日
�

��

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま
に
わ

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

防
衛
省
で
は
、　

防
衛
大
学
校

学
生
、
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
受
験
資
格　

日
本
国
籍
を
有

し
、
高
卒
（
見
込
み
含
む
）
で　
��

歳
未
満
の
人

■
受
付
期
間　

�
月
�
日
�
〜　
��

日
�　

※
種
目
に
よ
っ
て
期
間
が

違
う
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
試
験
日　

▽
防
衛
大
学　

一
般

（
前
期
）一
次　
　

月
�
日
�
〜　

��

��

日
�　

▽
防
衛
医
科
大
学　

医
学

科　

一
次　
　

月
�
日
�
〜
�
日

��

�　

▽
防
衛
医
科
大
学　

看
護
学

科　

一
次　
　

月　

日
�

��

��

※
試
験
場
は
、
受
付
時
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

自
衛
隊
岡
山

地
方
協
力
本
部
津
山
出
張
所

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　　

一
般
社
団
法
人
岡
山
県
自
動
車

整
備
振
興
会
真
庭
支
部
落
合
ブ
ロ

ッ
ク
よ
り
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
�
基
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

篤
志
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

手
芸
教
室（
要
予
約
）

�
月
は
七
宝
ま
り
の
つ
り
飾
り

ま
に
わ
縁
結
び
推
進
委
員
会

出
会
い
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
？

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

�
月�

日
�
〜�

日
�
ま
で

��

��

管財課
℡����������������

�
��
�

●予定価格���万円以上の公共工事落札額を公表します。
●表記順
　《入札日→工事名（発注課）→落札者→落札額（税抜き額）》

��������	


・久世地区（�工区）実施詳細設計業務（下水道課）

　日本上下水道設計㈱大阪総合事務所

　…����������円 

����������	

・市道見尾神庭線・見尾菅谷線舗装修繕工事

　（勝山支局総務振興課）

　㈲トシタカ…���������円 

����������	

・栄町・西町地区管渠工事（下水道課）

　㈱平田建設…���������円 

・落合地区（�工区）浄化槽設置工事（下水道課）

　㈱タブチ…���������円 

・勝山地区（�工区）浄化槽設置工事（下水道課）

　三和建設㈱…���������円 

・北房地区（�工区）浄化槽設置工事（下水道課）

　㈲石井建材店…���������円 

・市道逆巻小原線（�工区）道路改良工事

　（建設課）　牧建設㈱…����������円 

・地籍調査事業（落合地区）Ｃ・Ｄ・ＦⅠ・ＦⅡ�・

　ＦⅡ�・Ｇ・Ｈ工程業務（税務課）

　㈱明日香…���������円 

・地籍調査事業（勝山地区）Ｃ・Ｄ・ＦⅠ・ＦⅡ�・

　ＦⅡ�・Ｇ・Ｈ工程業務（税務課）

　アセス㈱真庭営業所…���������円 

・地籍調査事業（湯原地区）Ｃ・Ｄ・ＦⅠ・ＦⅡ�・

　ＦⅡ�・Ｇ・Ｈ工程業務（税務課）

　アセス㈱真庭営業所…���������円 

・地籍調査事業（美甘地区）Ｃ・Ｄ・ＦⅠ・ＦⅡ�・

　ＦⅡ�・Ｇ・Ｈ工程業務（税務課）

　㈱ウジョウ 真庭支店…���������円 

・地籍調査事業（中和地区）Ｃ・Ｄ・ＦⅠ・ＦⅡ�・

　ＦⅡ�・Ｇ・Ｈ工程業務（税務課）

　アセス㈱真庭営業所…���������円 

・津黒高原スキー場シングルリフト撤去工事

　（蒜山振興局総務振興課）

　㈱柴田工務店…���������円 

����������	

・旭水苑前処理機、ＩＺ循環ポンプ他定期修理工事

　（旭水苑）

　アタカ大機㈱…����������円 

今月の掲載は、�/�、�、�、�����、��日の入札実施分。

防
衛
大
・
防
衛
医
科
大
学
生
募
集

防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら
せ



　

私
は
こ
の
�
月
に
真
庭
へ
嫁
い

で
き
ま
し
た
。
主
人
の
実
家
は
親

子
二
代
が
暮
ら
し
て
お
り
、
そ
の

中
に
は
い
つ
も
元
気
な
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
が
い
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
御
年　

歳
に
な
り
ま
す
が
、
た

��

く
さ
ん
の
野
菜
や
果
物
を
植
え

て
、
毎
日
そ
の
世
話
に
精
を
出
し

て
い
ま
す
。
私
は
農
業
に
触
れ
た

こ
と
が
な
く
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

「
じ
ゃ
が
い
も
を
と
っ
て
き
て
」と

言
わ
れ
て
も
、
葉
を
見
た
だ
け
で

は
ど
れ
が
じ
ゃ
が
い
も
な
の
か
も

分
か
ら
な
い
始
末
…
。
そ
ん
な
私

に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
い
つ
も
野
菜

の
話
を
し
て
く
れ
ま
す
。そ
し
て
、

収
穫
し
た
ば
か
り
の
野
菜
を
最
優

先
し
て
私
に
く
れ
ま
す
。
私
は
そ

の
野
菜
を
使
っ
た
新
し
い
レ
シ
ピ

を
考
え
、
朝
の
食
卓
へ
出
す
こ
と

が
楽
し
み
で
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
野
菜
を
育
て
る
姿
を
見
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
、
そ
れ
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
な
調
理
を
心
掛
け
て
い

ま
す
。
捨
て
る
部
分
は
極
力
少
な

く
、
野
菜
の
味
を
生
か
し
て
味
付

け
は
シ
ン
プ
ル
に
。
今
日
も
わ
が

家
の
朝
食
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
野

菜
で
色
と
り
ど
り
、
栄
養
満
点
！

幸
せ
な
�
日
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

い
つ
も
あ
り
が
と
う
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
�

　

私
が
朝
ご
は
ん
で
思
い
出
す
の

は
「
玉
子
掛
け
ご
は
ん
」
で
す
。

生
醤
油
を
掛
け
て
食
べ
た
味
は
今

で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
当
時
、

玉
子
は
貴
重
な
食
べ
物
で
し
た
。

正
月
や
運
動
会
、
お
祭
り
な
ど
の

と
き
に
重
箱
に
入
っ
て
い
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。
家
で
ニ
ワ
ト
リ

を
飼
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
玉
子

だ
け
は
た
ま
に
朝
食
の
お
膳
に
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
と
て

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
玉

子
を
割
る
と
、
中
に
黄
身
が
�
つ

入
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
と
き
は
と
て
も
得
を

し
た
気
分
で
、
兄
や
姉
た
ち
が
う

ら
や
ま
し
そ
う
に
見
て
い
た
も
の

��
朝
ご
は
ん
�

匿
名
希
望
さ
ん

Maniwa ２０

今
月
の
テ
ー
マ��
朝
ご
は
ん 
�

生醤油のかかった玉子掛けごはん

お便り
お待 ちし ています !
メールの場合は
ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ

テ
ー
マ
は

��
実
り
の
写
真
�で
す 
。

　

真
庭
の
実
り
を
と
ら
え
た

写
真
を
募
集
し
ま
す
。
�
人

�
点
で
、撮
影
者
の
住
所
、氏

名
、
年
齢
、
連
絡
先
、
写
真

の
撮
影
日
時
、タ
イ
ト
ル
、コ

メ
ン
ト（
�
�
�
字
程
度
）を

付
け
て
、
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
川
柳
の
兼
題
は

�
平
凡
�で
す
。

　

お
便
り
は
、
同
封
し
た
は

が
き
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

川
柳
の
締
め
切
り
は
�
月　
��

日
�
で
す
。

※
毎
月
の
投
句
は
�
人
�
句

ま
で
で
す
。

　

月
号
で
は
、

���
買
い
物
��

に
つ
い
て
お
便
り
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

（
�
月　

日
締
め
切
り
）

��

　

月
号 
読
者
の
広
場

��

▼

 PN 飛鳥

読者の広場は皆さん
から寄せられたハガ
キなどでつくるペー
ジです。

今 月は、寄せられた
お便り��通の中から
チ ョ イス

▼

 PN ゆりゆり

▼

 PN あおい

��
幸
せ
な
朝
食
�

　
 
す
み
れ
さ
ん（
落
合
垂
水
）

PN

▼

 PN Smile!!



 ２１ Maniwa

で
す
。
あ
の
こ
ろ
食
べ
た
玉
子
掛

け
ご
は
ん
と
生
醤
油
の
味
は
、
懐

か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

当
時
の
学
校
に
給
食
は
な
く
、
母

の
作
っ
た
弁
当
を
持
っ
て
行
っ
て

い
ま
し
た
。
お
昼
時
間
に
弁
当
箱

を
開
く
と
、
塩
味
の
玉
子
焼
き
が

必
ず
入
っ
て
お
り
、
ご
は
ん
の
真

ん
中
に
は
赤
い
梅
干
し
が
入
っ
て

い
ま
し
た
。と
て
も
美
味
で
し
た
。

今
で
は
「
玉
子
掛
け
ご
は
ん
」
と

「
玉
子
焼
」は
母
を
し
の
ぶ
も
の
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
朝
ご
は
ん
の

思
い
出
は
、
昭
和　

〜　

年
の
こ

��

��

と
。
今
も
玉
子
掛
け
ご
は
ん
、
大

好
き
で
す
。

　

あ
る
朝
の
野
菜
市
場
に
出
た
と

き
の
こ
と
で
す
。
ま
だ
誰
も
出
て

い
な
い
時
間
、
ト
イ
レ
の
と
こ
ろ

で
ダ
ン
プ
の
運
転
手
さ
ん
が
困
っ

た
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。見
る
と
、

ツ
バ
メ
の
ヒ
ナ
が
巣
ご
と
落
ち

て
、
�
〜
�
羽
が
丸
く
な
っ
て
い

た
の
で
す
。
こ
れ
は
何
と
か
し
て

や
ら
ん
と
い
か
ん
と
相
談
し
、
空

★対象★
発行月に�歳の誕生日を迎えられ
る市内在住のお子さん。
★応募期限★
誕生月の前の月の��日まで
★掲載内容★
�お子さんの写真�氏名（ふりが
な）�性別�生年月日�住所�応
募者のお名前と続柄
★応募および問い合わせ先★
総務部秘書広報課
〒���-����真庭市久世����-�
ＴＥＬ����-��-����（ＦＡＸ����）
Ｅ-ｍａｉｌ：ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ

箱
を
探
し
て
き
て
そ
っ
と
そ
の
中

に
入
れ
て
や
り
ま
し
た
。
そ
れ
を

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
上
の
所
に
置
い
て

二
人
で
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
少
し

す
る
と
親
が
餌
を
く
わ
え
て
戻
っ

て
来
て
、
ヒ
ナ
た
ち
を
探
し
て
い

ま
し
た
。
す
ぐ
に
気
が
付
い
た
ら

し
く
、
ヒ
ナ
た
ち
も
嬉
し
そ
う
に

ピ
ー
ピ
ー
鳴
い
て
い
ま
し
た
。
親

も
落
ち
着
い
て
い
ま
し
た
が
、
箱

が
不
安
定
に
な
っ
て
い
た
の
で
、

家
か
ら
主
人
を
呼
ん
で
き
て
ガ
ム

テ
ー
プ
で
固
定
。
や
っ
と
安
定
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
て
ひ
と
安
心
。

何
だ
か
気
持
ち
の
い
い
朝
の
ひ
と

と
き
で
し
た
。

▼

 こだにいつき

こ
こ
か
ら
は 
、皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た「
テ
ー
マ
」以
外 
の
お
便

り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼

 重とうあい

▼

 横山未来

▼

 PN まにぞうのおかあさん?!

 山  田   陽 子    ちゃん

やま だ よう こ

Ｈ������� 生まれ（多田）
◯応  直子さん（母）

 菊  地   美 香     ちゃん

きく ち み か

Ｈ������ 生まれ（蒜山東茅部）
◯応  憲二さん（父）

 石  賀   結 衣     ちゃん

いし が ゆ い

Ｈ������� 生まれ（蒜山上福田）
◯応  千夏さん（母）

 中  西   夢 花     ちゃん

なか にし ゆめ か

Ｈ������� 生まれ（蒜山上長田）
◯応  成美さん（母）

 平  中   歩 美     ちゃん

ひら なか あゆ み

Ｈ������� 生まれ（江川）
◯応  王将さん（父）

 杉  原   勘 夢     くん

すぎ はら かん む

Ｈ������� 生まれ（中）
◯応  英男さん（父）

 黒  岩 　湊  くん

くろ いわ

Ｈ������� 生まれ（福田）
◯応  紀子さん（母）

 山  本   祐 子     ちゃん

やま もと ゆう こ

Ｈ������� 生まれ（荒田）
◯応  明彦・律子さん（両親）

��
つ
ば
め
の
巣
�

　
 
Ｋ
・
Ｍ
さ
ん（
蒜
山
下
見
）

PN

みなと



Maniwa ２２

��������	
　   〒���-����  真庭市本郷����
　  ＴＥＬ（ ＦＡＸ兼 ）����-��-����
　  開館時間　 �：��～��：��（土日�：��～��：��）
　  休館日　毎週月曜日と祝日

今月のおすすめの本プ
ラ
モ
デ
ル
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

　
　

横
山
雅
己
さ
ん（
勝
山
）

　

プ
ラ
モ
デ
ル
展
に
仲
間
�
人
と

一
緒
に
出
展
し
ま
し
た
。
プ
ラ
モ

デ
ル
製
作
は
、
�
年
ほ
ど
前
か
ら

大
人
の
趣
味
と
し
て
本
格
的
に
始

め
ま
し
た
。
製
作
で
は
、
塗
装
に

拘
っ
て
い
て
、
費
や
す
時
間
は
全

行
程
の
中
で
大
半
を
占
め
ま
す
。

プ
ラ
モ
デ
ル
は
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
、
楽
し
ん
で
作
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
が
製

作
に
関
心
を
持
っ
て
く
れ
て
仲
間

が
増
え
る
と
い
い
で
す
ね
。

ク
タ
ク
タ
、
で
も
楽
し
か
っ
た
！

岡
田
大
飛
く
ん（
久
世
）

金
子
朋
生
く
ん（
久
世
）

　

わ
く
わ
く
自
然
体
験
教
室
に
小

学
校
の
友
だ
ち
と
一
緒
に
参
加
し

て
、
津
黒
山
に
登
り
ま
し
た
。
ま

さ
か
山
登
り
が
こ
ん
な
に
た
い
へ

ん
だ
と
は
思
っ
て
な
く
て
、
登
り

だ
け
で
体
力
の　
 
㌫ 
を
使
っ
ち
ゃ

��

い
ま
し
た
！ 
も
う
ク
タ
ク
タ
で

す
。
で
も
、
山
の
て
っ
ぺ
ん
は
気

持
ち
良
か
っ
た
し
、
下
り
て
か
ら

み
ん
な
で
作
っ
た
お
昼
ご
飯
の
カ

レ
ー
も
お
い
し
か
っ
た
の
で
、
楽

し
か
っ
た
で
す
。
で
も
、
山
登
り

は
し
ば
ら
く
い
い
か
な
。

や
っ
ぱ
り
戦
争
は
絶
対
い
け
ん

福
山
惠
美
子
さ
ん（
久
世
）

　

戦
争
体
験
を
聴
き
ま
し
た
。
お

話
し
さ
れ
た
二
人
と
は
同
年
代
で

アニメ「サザエさん」のオー
プニングで、サザエさんが訪
れた日本全国の名所を一挙大
公開。日本のおいしいもの、
各所の数々、四季折々の見ど
ころなど、サザエさんと一緒
に楽しい旅を始めましょう！

娘が、結婚を考えている相手
は幼馴染の古市真。妻の死後、
娘を育ててきた孝彦は、生前
の妻と古市夫人の折り合いが
悪かったため、真に会う決心
がつかず…。新たな門出を心
から祝うために、父が最後に
できることとは。思わず涙が
溢れる感動の家族小説です。

「娘の結婚」
小路幸也／著　祥伝社

「おいしい豆腐スイーツ」
鈴木恵理子／著　誠文堂新光社

豆腐は高タンパク、低脂肪で
美容や健康によい食材として
知られています。本書は、枝
豆ティラミス、はちみつ生姜
と豆乳ゼリー、黒蜜湯葉かん
など、豆腐・豆乳・おから・油揚
げ・高野豆腐・湯葉を使った、
低糖質でおいしいスイーツレ
シピを紹介しています。

す
が
、
私
は
戦
争
を
体
験
し
て
い

ま
せ
ん
。
記
憶
に
残
っ
て
い
る
こ

と
と
い
え
ば
、
戦
闘
機
が
空
を
飛

ん
で
い
た
こ
と
く
ら
い
で
す
。
共

通
し
て
言
わ
れ
て
い
た
の
は
、
食

べ
る
も
の
が
な
く
、
ひ
も
じ
い
思

い
を
さ
れ
て
い
た
こ
と
。
苦
し
い

生
活
の
中
で
妹
さ
ん
を
亡
く
さ
れ

た
お
話
も
聴
き
ま
し
た
。
近
く
に

居
る
人
の
中
に
も
、
こ
う
い
っ
た

経
験
を
さ
れ
た
人
が
い
る
こ
と
を

知
り
、
改
め
て
戦
争
の
悲
惨
さ
を

実
感
し
ま
し
た
。
若
い
世
代
に
も

語
り
継
が
な
い
と
だ
め
で
す
ね
。

「ひとりひとりのやさしさ」
Ｅ．Ｂ．ルイス／絵　ＢＬ出版

「サザエさんと日本を旅しよう！」
扶桑社

転校生のマヤはクラスに馴染
めず、学校に来なくなった。
先生は、水の入った桶に小石
を落とし、優しさについて話
し始めた。「ひとりひとりの小
さな優しさが、さざ波のよう
に世界に広がっていくので
す」と…。大切なものを読者
の心に問いかける物語です。

▼

 PN 自由果実

▼

 �橋一也



滝
の
幻
想
的
な
風
景
（
�
月
�
日
）

神
庭
の
滝
が　

年
ぶ
り
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。
午
後
�
時
に
照

��

ら
さ
れ
る
と
暗
闇
に
そ
の
姿
が
幻
想
的
に
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。
�
日

か
ら
�
日
間
で
約
�
千
人
が
訪
れ
、涼
感
に
浸
り
ま
し
た
。

 ２３ Maniwa

川 柳   「点す」
誕
生
日
ケ
ー
キ
の
ロ
ー
ソ
ク
点
す
宵　
　
　

仲
田
孝
江　
　

組

つ
ま
ず
い
て
慌
て
手
探
り
灯
を
点
す　
　
　

美
甘
栄
枝　
　

蒜
山
上
長
田

燈
明
を
今
日
も
無
事
に
と
点
す
朝　
　
　
　

樋
口
重
雄　
　

見
尾

逝
き
し
人
偲
び
提
灯
火
を
点
す　
　
　
　
　

植
田
万
里
子　

月
田

日
々
点
す
灯
り
淋
し
い
新
仏　
　
　
　
　
　

山
中
清
子　
　

蒜
山
下
和

物
言
わ
ぬ
遺
影
に
今
朝
も
灯
を
点
す　
　
　

小
谷
美
紗
子　

蒜
山
下
見

点
し
ま
す
心
の
中
に
愛
の
灯
を　
　
　
　
　

佐
井
熊
弘
子　

美
甘

ふ
る
さ
と
は
良
い
と
蛍
が
灯
を
点
す　
　
　

上
島
敬
一　
　

蒜
山
上
長
田

元
気
だ
と
ひ
と
り
暮
ら
し
に
灯
が
点
る　
　

永
田
寿
道　
　

樫
東

残
り
火
を
消
さ
な
い
よ
う
に
生
き
て
ま
す　

西
本
艶
子　
　

岩
井
谷

Ｌ
Ｅ
Ｄ
点
し
て
昭
和
一
つ
消
え　
　
　
　
　

小
谷
義
孝　
　

月
田

平
穏
な
今
日
の
リ
ズ
ム
で
灯
を
点
す　
　
　

小
島
よ
し
こ　

鍋
屋

追
憶
の
灯
り
を
点
す
嫁
ぐ
朝　
　
　
　
　
　

行
本
愼
五　
　

久
世

お
だ
や
か
に
暮
れ
て
感
謝
の
燈
を
点
す　
　

菊
池
千
江
子　

本
郷

被
災
地
に
向
け
鎮
魂
の
灯
を
点
す　
　
　
　

田
中
久
榮　
　

久
世

過
去
を
す
て
明
日
に
向
か
っ
て
火
を
点
す　

瀧
上
秀
子　
　

落
合
垂
水

私
の
胸
に
灯
を
つ
け
た
ま
ま
行
っ
た
人　
　

若
田
万
寿
子　

落
合
垂
水

選：落合川柳会　武村一美さん
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今
月
の���

▼

 土井じゅん生

▼

 上原奈々

真庭市栄養改善協議会の提供です

クイズに対する①～③の回答のうち正しい
ものを�つ選んでください。

問�　こんにゃくは何の仲間でしょう？
　①芋　②野菜　③海藻

問�　体を冷やして毒になるから大事な嫁
には食わせないほうがいい、と嫁を案じるこ
とわざ「○○○○は嫁に食わすな」
○○○には入る言葉はどれでしょう？
　①さといも　②あきなす　③しいたけ

問�　「玉蜀黍」は何と読むでしょう？
　①とうもろこし　②たまねぎ　③たまちしゃ

問�　とうがらしは何の仲間でしょう？
　①スイカ　②ピーマン　③かぼちゃ

問�　土の中で育つ野菜は何？
　①トマト　②にんじん　③キャベツ

問�　カロテンの多い野菜はどれでしょう？
（可食部���ｇ当たり）
　①きゅうり　②なす　③にんじん

問�　トマトに多く含まれている栄養素は
どれでしょう？
　①塩分　②カルシウム　③ビタミンＣ

問�　ピーマンの花の色は何色でしょう？
　①白　②赤　③紫

問�　次のうち野菜はどれでしょう？
　①大根　②大豆　③いちご

問��　「大蒜」は何と読むでしょう？
　①ひるぜんだいこん　②にんにく　③ごぼう

■応募方法
　はがきに①答え②住所③氏名④年齢⑤
電話番号を明記し応募してください。正
解者の中から抽選で記念品をお送りしま
す。なお、発表は記念品の発送をもって
換えさせていただきます。
■応募先
　〒���-���� 真庭市久世����-�
　健康福祉部健康推進課
　「真庭食育クイズ係」
■応募締切
　�月��日�まで
■問い合わせ先
　健康推進課　門野
　℡ ����-��-����   ＦＡＸ ����-��-����

９ 月は栄養改善月間
「真庭食育ク イ ズ」に挑戦しよう



健康のススメ�

　

甲
状
腺
は
喉
仏
の
あ
た
り
に
あ

る
器
官
の
こ
と
で
、
蝶
が
羽
を
広

げ
た
よ
う
な
形
を
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
か
ら
分
泌
さ
れ
る
ホ
ル
モ
ン

は
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
と
い
っ
て
、

体
（
胎
児
・
小
児
）
の
発
育
や
成

長
、
新
陳
代
謝
な
ど
に
欠
か
せ
な

い
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
私
た
ち
の
か
ら
だ
は
血
液
中

の
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
が
常
に
一
定

の
値
を
維
持
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
で
す
。
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン

は
ヨ
ウ
素
（
ワ
カ
メ
や
昆
布
な
ど

海
藻
類
に
豊
富
に
含
ま
れ
ま
す
）

を
材
料
と
し
て
、
毎
日
甲
状
腺
で

良
性
の
結
節
と
悪
性
の
結
節
が
あ

り
ま
す
が
、
悪
性
の
も
の
は
が
ん

に
当
た
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
病
気
の
中
で
、
甲
状

腺
が
ん
と
放
射
線
の
関
係
に
つ
い

て
少
し
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
甲
状

腺
が
ん
で
す
が
、
原
発
事
故
を
き

っ
か
け
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
放
射
線
の
中
に
含

ま
れ
る
ヨ
ウ
素
�
�
�
が
、
甲
状

腺
が
ん
発
症
の
リ
ス
ク
を
上
げ
る

の
で
は
と
心
配
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
す
。
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
よ
う

�
��
��
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

甲状腺と放射線

甲
状
腺
と
は

が
ん
と
放
射
線

つ
く
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
女
性

で
あ
れ
ば
特
に
、
妊
娠
・
出
産
の

時
期
に
甲
状
腺
の
正
常
な
働
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
成
長

段
階
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
甲
状

腺
に
は
特
に
ヨ
ウ
素
が
必
要
と
な

っ
て
く
る
た
め
、
大
人
に
比
べ
る

と
ヨ
ウ
素
を
吸
収
し
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
働
き
を
す
る
甲
状

腺
ホ
ル
モ
ン
の
量
が
過
剰
に
な
っ

た
り
、
逆
に
不
足
し
た
り
す
る
こ

と
で
発
症
す
る
の
が
、
甲
状
腺
の

病
気
で
す
。
代
表
的
な
甲
状
腺
の

病
気
を
紹
介
し
ま
す
。

①
甲
状
腺
機
能
亢
進
症

甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
が
過
剰
に
な
る

病
気
。
バ
セ
ド
ウ
病
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

②
甲
状
腺
機
能
低
下
症

甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
が
不
足
す
る
病

気
。橋
本
病
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
結
節
（
し
こ
り
）

甲
状
腺
の
病
気

M ani w a ２４

に
、
が
ん
と
い
う
も
の
は
現
在
で

も
完
治
す
る
こ
と
が
非
常
に
困
難

で
や
っ
か
い
な
病
気
で
す
。
し
か

し
幸
い
に
も
、
多
く
の
甲
状
腺
が

ん
は
他
の
が
ん
に
比
べ
て
進
行
が

遅
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
正
確
に
診
断
し
て
的
確
な
治

療
を
受
け
る
こ
と
で
、
ほ
と
ん
ど

の
場
合
元
通
り
の
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
首
に
違
和
感
が
あ
っ

た
り
、
し
こ
り
を
発
見
し
た
り
し

た
場
合
に
は
、
早
め
に
病
院
で
診

察
・
検
査
を
受
け
る
よ
う
に
心
掛

け
て
い
た
だ
け
れ
ば
心
配
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

甲状腺の場所とかたち

甲状腺

甲状腺ホルモンの働き

・新陳代謝の促進
　 全身の細胞の新陳代謝を促進し、
　 エネルギーを作る

・体温の調節
　 新陳代謝で得られたエネルギーで、
　 体温を調節する

・脳の活性化
　 脳に作用して、その働きを活性化する

・心臓や胃腸の活性化
　 心臓や胃腸の働きを活性化する



 ２５ Maniwa

　

今
月
の
テ
ー
マ
は
、「
花
炭
作
り
」
で
す
。
花
炭
作
り
は
、
市
職
員
が
講
師
を
務
め
る
出
前

講
座
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。
身
近
な
材
料
、
身
近
な
道
具
で
、
ち
ょ
っ

と
お
し
ゃ
れ
に
、
楽
し
く
炭
作
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

 
▼
花
炭
っ
て
ど
ん
な
も
の
？

　

花
炭
と
は
、
花
や
木
の
実
、
葉
な
ど
を
材
料
に
、

形
を
そ
の
ま
ま
に
作
っ
た
飾
り
炭
で
す
。
観
賞
用

と
し
て
古
く
か
ら
重
宝
さ
れ
て
い
ま
す
。

 
▼
用
意
す
る
も
の

①
飲
料
水
や
お
菓
子
箱
な
ど
の
空
き
缶
②
軍
手
③

炭
に
し
た
い
材
料
（
燃
や
す
こ
と
が
で
き
る
物
な

ら
何
で
も
Ｏ
Ｋ
）
④
ガ
ス
コ
ン
ロ

※
必
要
に
応
じ
て
、
缶
切
り
、
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
、

針
金
、
く
ぎ
、
金
づ
ち
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
、
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ン
ロ
、
炭
（
ま
き
）、
串
な
ど

 
▼
注
意
す
る
点

　

た
く
さ
ん
の
煙
が
発
生
す
る
の
で
、
屋
外
か
風

通
し
を
良
く
し
た
部
屋
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
空
き
缶
を
用
意
し
ま
す
。
飲

料
水
の
空
き
缶
を
使
う
場
合
に

は
、
上
部
面
を
缶
切
り
で
切
り

抜
き
ま
す
。

②
炭
に
し
た
い
材
料
を
選
び
、

缶
に
入
れ
ま
す
。
花
や
葉
な
ど

薄
く
て
柔
ら
か
い
物
は
、
ア
ル

ミ
ホ
イ
ル
で
包
む
と
壊
れ
に
く

く
な
り
ま
す
。
水
分
の
多
い
物

は
、
串
な
ど
で
貫
通
し
た
穴
を

開
け
水
分

を
抜
く
と

成
功
し
や

す
く
な
り

ま
す
。

③
缶
に
ふ
た
を
し
ま
す
。
飲
料

水
の
空
き
缶
で
作
る
場
合
は
、

ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
で
ふ
た
を
し
、

針
金
で
固
定
し
ま
し
ょ
う
。

④
ふ
た
に
�
カ
所
程
度
穴
を
開

け
ま
す
。
お
菓
子
の
空
き
缶
で

作
る
場
合

は
、
く
ぎ

を
使
う
と

簡
単
に
で

き
ま
す
。

⑤
缶
を
火
に
か
け
ま
す
。

⑥
材
料
が
炭
化
す
る
の
を
じ
っ

と
待
ち
ま
す
。
材
料
が
小
さ
い

も
の
だ
と
、　

分
程
度
で
で
き

��

ま
す
。
水
分
の
多
い
も
の
や
大

き
い
も
の
だ
と
、
�
時
間
程
度

掛
か
り
ま
す
。
煙
の
色
が
青
白

い
色
に
変

わ
る
こ
ろ

が
出
来
上

が
り
の
目

安
で
す
。

⑦
火
を
消
し（
火
か
ら
離
し
て
）

缶
の
穴
を
ふ
さ
ぎ
ま
す
。
お
菓

子
箱
の
空
き
缶
を
使
っ
た
場
合

に
は
、く
ぎ
で
ふ
た
を
し
ま
す
。

飲
料
水
の
空
き
缶
の
場
合
に

は
、
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
の
ふ
た
の

上
か
ら
も

う
�
枚
ア

ル
ミ
ホ
イ

ル
を
か
け

ま
す
。

⑧
煙
が
出
な
く
な
り
、
冷
め
る

ま
で
待
つ
と
、
出
来
上
が
り
で

す
。
缶
か

ら
取
り
出

し
て
、
飾

り
付
け
ま

し
ょ
う
。

 
▼
花
炭
の
作
り
方（
手
順
）

花炭作り�
NO.4

エコ�

ラク�ラク�

はな　ずみ�

▲花炭の展示例

◆出前講座の紹介◆ 申し込みはバイオマス政策課℡����-��-����まで

対象者講師内容講座名

小中高生や
市民全般

バイオマス政策課職員、
市内講師など

地球環境問題や、バイオマスタウン真庭の取り組みなどをスラ
イドやクイズで分かりやすく紹介する出前講座です。バイオマ
ス関連企業の見学や、花炭作り・エコキャンドル作りなど体験
も行います。

バイオマス
出前講座
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「
真
庭
の
Ｄ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
！
」
が
�
月　

日
、
落
合
総
合

��

公
園
の
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

市
内
の
若
者
が
中
心
と
な
っ
て
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
や
コ
ス
プ
レ
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
を
行
う
内
容
で
今

回
が
初
め
て
の
開
催
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
演
歌
か
ら

ロ
ッ
ク
ま
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
演
奏
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
に
は
農
産
加
工
品
な
ど
の
販

売
や
伝
統
工
芸
品
の
展
示
ブ
ー
ス
も
並
び
、
コ
ス
プ

レ
姿
の
参
加
者
が
工
芸
品
を
紹
介
す
る
な
ど
異
色
の

組
み
合
わ
せ
も
実
現
。
真
庭
の
新
た
な
文
化
の
創
造

と
発
信
を
試
み
ま
し
た
。

　

�
月　

日
、
真
庭
市
市
民
活
動
支
援
プ

��

ラ
ザ
に
「
Ｙ
・
Ｃ 
ａ 
ｆ 
ｅ （
わ
い
・
カ
フ
ェ
）」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
昨
年
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ま
に
わ
が
主
催

し
た
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
が
中
心
に
集
ま

り
「
ま
に
わ
・
カ
フ
ェ
部
」
を
発
足
。
誰

も
が
わ
い
わ
い
と
話
せ
る
心
地
よ
い
居
場

所
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、
毎
月
の
最
終

日
曜
日
に
運
営
し
て
い
ま
す
。こ
の
日
は
、

ま
ち
づ
く
り
勉
強
会
も
開
か
れ
、
カ
フ
ェ

経
営
者
に
よ
る
「
コ
ー
ヒ
ー
の
入
れ
方
教

室
」
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

美味しいコーヒーの入れ方を学ぶ参加者

心
地
よ
い
居
場
所
づ
く
り
に

Ｙ
・
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ（
わ
い
・
カ
フ
ェ
）

　

蒜
山
郷
土
博
物
館
で
�
月
�
日
〜　
��

日
、
シ
リ
ゲ
作
品
展
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

シ
リ
ゲ
は
大
宮
踊
の
際
に
大
灯
篭
の
下
部

に
飾
ら
れ
る
も
の
で
、
蒜
山
地
域
に
伝
わ

っ
て
い
る
伝
統
の
紙
細
工
。
会
場
に
は
、

蒜
山
地
域
の
小
中
学
生
や
一
般
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
�
�
�
点
の
作
品
が
ず
ら
り
と
並

び
ま
し
た
。
図
柄
は
、
動
物
や
ア
ニ
メ
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
美
人
画
な
ど
人
そ
れ
ぞ

れ
。
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
丁
寧
に
切
り
抜

か
れ
た
シ
リ
ゲ
作
品
の
精
密
さ
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

シ
リ
ゲ
の
力
作
が
ず
ら
り

シ
リ
ゲ
作
品
展

壁一面に並んだシリゲを見る親子連れ

写真上：アニメなどのキャラクターに扮した参加者
とコスモスレンジャー　写真左：勝山竹細工の実演

若い力で文化を生み出そう！若い力で文化を生み出そう ！
　真庭のＤＯＯＮ！真庭のＤＯＯＮ！

特設ステージで披露された音楽ライブ特設ステージで披露された音楽ライブ



 ２７ Maniwa

まちの話題

このコーナーは、皆さんや支局から寄せられた情報で作成していきます

　

�
月　

日
か
ら　

日
ま
で
勝
山
町
並
み

��

��

保
存
地
区
で
岡
野
屋
旅
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

�
�
�
�
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成　

年
��

の
旅
館
閉
館
に
伴
い
、
地
域
住
民
・
作
家
・

参
加
者
が
活
動
を
共
有
し
、
感
性
が
往
来

す
る
場
を
目
指
し
、
岡
野
屋
を
ア
ー
ト
空

間
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

作
家
や
団
体
が
芸
術
発
表
の
場
と
し
て
岡

野
屋
を
含
め
た
町
並
み
保
存
地
区
内
�
カ

所
に
作
品
を
展
示
。
期
間
中
に
は
、
映
像

作
品
の
投
影
や
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

刷毛で染めた作品について参加作家が説明

「経営理念が全従業員に浸透するかが肝心」と伊藤さん

　

�
月
�
日
、
真
庭
市
産
業
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
セ
ミ
ナ
ー
が
市
役
所
本
庁
舎
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
講
師
は
高
梁

市
出
身
で
、
京
セ
ラ
株
式
会
社
元
社
長
、

現
在
顧
問
を
務
め
る
伊
藤
謙
介
さ
ん
で
、

「
魂
の
転
移
〜
理
念
の
継
承
〜
」を
テ
ー
マ

に
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
組
織
論
な
ど
に

つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
経
営

者
や
高
校
生
な
ど
約
�
�
�
人
が
参
加
。

参
加
者
は
創
業
当
時
の
苦
労
な
ど
を
交
え

た
話
に
聞
き
入
り
、
理
念
を
持
っ
た
組
織

経
営
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

熱
い
経
営
理
論
に
学
ぶ

産
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
セ
ミ
ナ
ー

　　豊かな旭川の恵みに感謝

旭川や自然の恵みに感謝す

るイベント第�回アユ祭り

（旭川中央漁協主催）が久世

の旭川河川敷で開かれまし

た。こ の日は約�� ���匹のア

ユ が用意され、訪れた家族

連れらに塩焼きが振る舞わ

れました。

����

　　なつかしのプラモデルも展示

勝山文化往来館ひしおで�

月�日までプラモデル展が

行われました。真庭出身の

作家など�人が、人気アニ

メのガンダムや飛行機など

を出品。ワークショップで

は、子どもを対象としたプラ

モデル製作も行いました。

����

　　芸術的な作品に思わず足とめる

全日本写真連盟真庭支部の

写真展（�月�日まで）が、

勝山文化センターで開かれ

ました。支部会員が風景や

人物などを収めた作品をず

らりと展示。芸術的な描写

に、さすがとうなる愛好家

らの姿がありました。

����

　　定期的にがん検診を受けましょう

女性のためのがん予防講演

会が、勝山文化センターで

開催されました。勝山病院

院長の竹内義明さんが、「女

性のためのがん予防」と題

して講演。日常生活での乳

がん予防や健診による早期

発見を呼びかけました。

���

　　朝市で切り花やとうもろこしも販売

久世軽トラ朝市が、久世エ

スパスで開催されました。

野菜や農産加工品といった

特産品のほか、お盆用の切

り花や蒜山産とうもろこし

も販売。また、子どもを対

象としたビンゴゲームも行

われました。

�����

独
創
的
な
作
品
を
展
示

岡
野
屋
旅
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
�
�
�
�
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が�

編
集
後
記�

　

山
田
方
谷
と
そ
の
門
人
の
史
料
展
に

何
回
も
足
を
運
び
ま
し
た
。
展
示
物
の

内
容
は
さ
て
お
き
、
�
�
�
年
近
く
前

に
書
か
れ
た
書
や
資
料
が
今
も
残
っ
て

い
る
こ
と
に
と
に
か
く
感
心
。
ア
ナ
ロ

グ
の
凄
み
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
し
た
拍
子
に
消
え
て
し
ま
う

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
。
例
え
ば
、
自
分
の

筆
跡
が
�
�
�
年
後
に
残
せ
る
か
。
デ

ジ
タ
ル
に
ど
っ
ぷ
り
浸
か
っ
た
今
の
時

代
で
は
ち
ょ
っ
と
難
し
そ
う
。 

江
崎

　

私
た
ち
カ
メ
ラ
マ
ン
が
ま
ち
に
出
没

す
る
こ
と
の
多
い
時
期
の
一
つ
が
、
夏

祭
り
の
時
期
。
今
年
も
い
ろ
ん
な
場
所

に
お
邪
魔
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、
皆
さ
ん

の
い
き
い
き
し
た
表
情
を
撮
ろ
う
と
頑

張
っ
て
は
み
た
の
で
す
が
、う
〜
ん
…
、

物
足
り
な
い
。
や
っ
ぱ
り
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
は
参
加
者
と
し
て
自
分
が
楽
し
ま

な
い
と
だ
め
で
す
ね
。
と
は
言
い
つ
つ

も
、
あ
と
少
し
で
秋
祭
り
シ
ー
ズ
ン
♪

秋
も
各
地
で
撮
影
頑
張
り
ま
す
！ 
福
島

　

プ
ラ
モ
デ
ル
展
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
車
や
ア
ニ
メ
の
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
、

子
ど
も
の
こ
ろ
に
心
を
躍
ら
せ
て
作
っ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
会
場
に
お
邪
魔

さ
せ
て
い
た
だ
く
前
か
ら
、ワ
ク
ワ
ク
。

大
人
が
製
作
す
る
作
品
は
、
塗
装
も
含

め
て
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
が
高
く
、
私
も
久

し
ぶ
り
に
作
り
た
く
な
り
ま
し
た
。
た

だ
、
塗
装
は
苦
手
な
の
で
、
ま
ず
は
塗

装
済
み
プ
ラ
モ
デ
ル
を
購
入
し
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

小
山

・美作国歴史読本の決定版！
・豊富な写真と図版で小学生にも分かりやすく解説！
・特別付録『美作地域の市町村の移り変わり』

美作国建国����年記念歴史小冊子

���������	
��
������
購読申込受付中!購読申込受付中!記念事業を

　　楽しもう
　　　 vol. ８

　美作国建国����年記念事業の一環として、美作の歴史をまとめた

冊子「みんなで学ぶ　ふるさと美作のあゆみ」が発行されます。美

作地域の自然・風土、人物、できごとなどを、時代別に紹介。写真

やコラムを交えて、楽しく学べる�冊になっています。

■冊子概要　��� 判、全���ページ、フルカラー

■価格　　　�� ���円（送料別）

■申込方法　電話で直接お申し込みください。

■問い合わせ・申し込み先

　　　　　　美作国建国����年記念事業

　　　　　　実行委員会歴史小冊子係

　　　　　　ＴＥ Ｌ ����-��-����

　　　　　　Ｆ ＡＸ ����-��-���� 歴史小冊子PRチラシ
美作国キャラクター

かたみくん

ワシもこれで
美作の歴史を
おさらいじゃ

歴史小冊子イメージ


